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「結論」では、本論で論じた 5 篇を、「都市に対する感情」「心的現実の表現と人の物象化」等の 5
観点から、再度縦断的に観望する。穆時英の試みは、モダニティが分裂し変容する時代の危機を表象
するために、文体的形式的異化によって拓かれたものと結論づけ、西洋・日本のモダニズムとの通底
を指摘する。「モダニズム」概念の吟味に不足は残るものの、穆時英を始めとする中国モダニズム文
学研究に新たな可能性を拓き、斯学の発展に寄与している。 
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。 
 
